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小惑星の自転周期と太陽の自転周期との共鳴関係を示す音楽情報モデルと数理モデ
ルについて

The Musical scale Model and HH Model indicate Resonance relation between Rotation
of the Minor Planet and of the Sun
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小惑星の自転周期と太陽の自転周期との共鳴関係
を示す音楽情報モデルと数理モデルについて

The Musical scale Model and HH Model indicate
Resonance relation between Rotation of the
Minor Planet and Also Rotation of the Sun.

太陽系での小惑星の自転周期と太陽の自転周期との
共鳴関係を示す音楽情報モデルとＨＨ数理モデル
について、物理的な意味付けを考察したい。
尚、音楽情報モデルとＨＨ数理モデルは、
太陽の自転周期と惑星の公転周期との共鳴関係
についても当て嵌まる。

(長構造研究会研究開発グループ)共同研究者○林佐千男、
◎林大雅 (今回の発表者は、林大雅)

The Musical scale Model and HH(Hula-Hoop Rotation-Revolution)
Mathematical Model indicates
Commensurability or Resonance relation between
Rotation of the Minor Planet and Also Rotation of the Sun,
and also between Rotation of the Sun and Revolution of the Planet.

最初に,太陽の自転と惑星の公転との関係並びに
惑星の自転と衛星の公転との関係を示す
ＨＨ (Hula-Hoop Rotation-Revolution)モデル
について次に述べる。

ＨＨモデル (Hula-Hoop Rotation-Revolution model)により
「太陽の自転と惑星の公転との関係」並びに
「惑星の自転と衛星の公転との関係」を示す
尽数関係 (Commensurability),共鳴関係 (Resonance)について,

ＨＨモデル (Hula-Hoop Rotation-Revolution model)は
「太陽の自転と惑星の公転との関係」では,惑星の公転周期は (Ｙ)であり,
太陽系の惑星の公転軌道の半長径 (Ｋ)を直径とする様な仮想フラフープ
を想定すると,仮想フラフープの半径Ｈの概算は,Ｈ＝Ｋ/２で求められる。

次に,仮想フラフープの公転周期が,太陽の自転周期 (Ａ)に同期していると
想定して、仮想フラフープの自転周期 (Ｘ)を計算すると,仮想フラフープの
円周は,２πＨであり,仮想フラフープを回している太陽の赤道半径＝Ｒの
円周は,２πＲであるから,仮想フラフープの自転周期は,両者の円周の比率
に太陽の自転周期を乗じた値になる。
仮想フラフープの自転周期 : Ｘ＝ (２πＨ/２πＲ)×Ａ＝ (Ｈ/Ｒ)Ａ



ここで求めた仮想フラフープの自転周期 (Ｘ)と,惑星の公転周期 (Ｙ)との
間に,尽数関係 (Commensurability),共鳴関係 (Resonance)が多々見受けられる。

ＨＨモデル (Hula-Hoop Rotation-Revolution model)は
「惑星の自転と衛星の公転との関係」では,衛星の公転周期は (Ｍ)であり,
惑星系の衛星の公転軌道の半長径 (Ｋ)を直径とする様な仮想フラフープ
を想定すると,仮想フラフープの半径Ｈの概算は,Ｈ＝Ｋ/２で求められる。

次に,仮想フラフープの公転周期が,惑星の自転周期 (Ｄ)に同期していると
想定して、仮想フラフープの自転周期 (Ｘ)を計算すると,仮想フラフープの
円周は,２πＨであり,仮想フラフープを回している惑星の赤道半径＝ｒの
円周は,２πｒであるから,仮想フラフープの自転周期は,両者の円周の比率
に惑星の自転周期を乗じた値になる。
仮想フラフープの自転周期 : Ｘ＝ (２πＨ/２πｒ)×Ｄ＝ (Ｈ/ｒ)Ｄ

ここで求めた仮想フラフープの自転周期 (Ｘ)と,惑星の公転周期 (Ｍ)との
間に,尽数関係 (Commensurability),共鳴関係 (Resonance)が多々見受けられる。

更に,仮想フラフープの公転周期が,小惑星の自転周期 (Ｄ)に同期していると
想定して,太陽の自転周期 (Ａ)＝２５.３８日を基準として音階を想定する。

太陽の自転と小惑星の自転との関係並びに惑星の自転と衛星の公転との関係
を示すＨＨ (Hula-Hoop Rotation-Revolution)モデルについて,
観測されたデータを使って検証する。


